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	背景
	この遺伝子は、細胞質リンカータンパク質170ファミリーのメンバーをコードします。このタンパク質ファミリーのメンバーは、細胞骨格関連タンパク質のグリシンリッチドメインを含み、微小管と細胞小器官との相互作用を媒介します。コードされているタンパク質は、チューブリンと脂質ラフトガングリオシドGD3との会合を促進することで、T細胞のアポトーシスに関与します。また、コードされているタンパク質は、リン酸化タンパク質キナーゼBの膜局在を媒介する足場タンパク質としても機能します。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2010年12月],domain:微小管への会合は、ANKリピートとゴルジ体局在領域（GoLD）によって阻害されます。,function:細胞質リンカータンパク質として機能します。 TGN-エンドソームダイナミクスに関与する。,その他:N末端側半分はゴルジ体への適切な標的化には不要であるが、GoLD領域は必要である。,類似性:2つのCAP-Glyドメインを含む。,類似性:3つのANKリピートを含む。,細胞内局在:ゴルジ体スタックおよびゴルジ体槽に隣接した管状小胞要素に局在する。,サブユニット:ホモ二量体。,
	研究分野
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	CLIP3抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CLIP3抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CLIP3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

